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現
在
、
太
宰
治
の
「
魚
服
記
」
や
「
思
ひ
出
」
が
載
っ
た
雑
誌
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
「
海
豹
」
は
、
一
九
三
三
年
三

月
一
日
に
創
刊
さ
れ
た
。
発
行
元
は
図
書
研
究
社
。
そ
の
前
年
に
大
鹿
卓
と
神
戸
雄
一
が
編
集
し
た
「
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
」
が
廃

刊
し
、
そ
の
「
残
党
」
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
の
が
こ
の
雑
誌
で
あ
る
と
古
谷
綱
武
「
昭
和
八
年
・
九
年
」（『
太
宰
治
全
集

第
一
巻　

附
録
』
一
九
四
八
、
八
雲
書
店
）
は
説
明
し
て
い
る
。

　

同
人
は
大
鹿
、
神
戸
の
他
に
今
官
一
、
新
庄
嘉
章
、
古
谷
綱
武
、
木
山
捷
平
な
ど
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
一
月
一
九
日

に
行
わ
れ
た
会
合
で
創
刊
号
を
出
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
際
、
今
は
太
宰
治
の
参
加
を
熱
心
に
主
張
し
た
と
い

う
。
し
か
し
今
以
外
の
同
人
た
ち
は
、
太
宰
の
こ
と
は
知
ら
ず
、
と
も
か
く
作
品
を
見
て
か
ら
、
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
で
古
谷
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
の
が
後
に
創
刊
号
に
載
る
こ
と
と
な
る
「
魚
服
記
」
な
の
だ
。
し
か
も
そ
れ
は
毛
筆
で
書

か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
に
お
い
て
も
毛
筆
で
原
稿
を
書
く
青
年
は
珍
し
い
。
古
谷
は
「
こ
の
き
れ
い
な

筆
の
字
を
見
て
、
そ
れ
だ
け
で
も
う
私
は
そ
う
と
う
気
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
し
、
木
山
捷
平
も
「
僕
は
そ
の
、
何

度
も
書
き
直
し
た
で
あ
ら
う
精
進
ぶ
り
に
圧
倒
さ
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
（「『
海
豹
』
の
こ
ろ
」、『
太
宰
治
全
集 
第
一
巻 
月

報
』
一
九
五
五
、
筑
摩
書
房
）。
二
号
、
四
号
、
五
号
に
連
載
さ
れ
た
「
思
ひ
出
」
の
原
稿
は
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
だ
か
ら
、
未
知
の
同
人
た
ち
を
驚
か
す
た
め
の
実
に
太
宰
ら
し
い
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

　

今
官
一
「〈
海
豹
通
信
〉 　
　
 
太
宰
治
を
中
心
に
」（『
現
代
日
本
文
学
講
座 
小
説
７
月
報
』
一
九
六
二
・
二
、
三
省
堂
）

に
よ
れ
ば
、
誌
名
を
「
海
豹
」
と
す
る
に
あ
た
っ
て
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、「
欅
」
と
い
う
有
力
な
対
抗
案
も
あ
っ
た
。
実
際
、

「
同
人
会
の
通
知
か
ら
消
息
、
私
信
、
そ
の
他
な
ん
で
も
、
一
見
す
れ
ば
同
人
た
ち
の
一
週
間
の
動
静
が
わ
か
る
よ
う
に
、

巧
み
に
編
集
さ
れ
て
」
い
た
と
い
う
ガ
リ
版
刷
り
の
同
人
通
信
誌
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
当
初
「
欅
通
信
」
と
題
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
が
、「
海
豹
」
を
推
す
声
の
ほ
う
が
多
数
に
な
り
、「
欅
通
信
」
も
「
海
豹
通
信
」
と
名
前
を
変
え
る
こ

と
と
な
る
。

　

そ
の
「
海
豹
通
信
」
第
四
便
（
一
九
三
三
・
二
・
一
五
）
に
は
「
故
郷
の
話
（
３
）　

田
舎
者
」
と
い
う
太
宰
の
短
い
随
筆

が
載
っ
て
い
る
。
今
官
一
と
同
郷
で
あ
る
こ
と
を
言
い
つ
つ
、「
彼
も
な
か
な
か
の
田
舎
者
で
す
が
」
自
分
の
故
郷
の
ほ
う
が

山
奥
で
あ
る
か
ら
「
私
は
、
も
っ
と
ひ
ど
い
田
舎
者
な
の
で
あ
り
ま
す
」
と
結
ん
で
お
り
、
今
は
「
ひ
で
え
奴
だ
と
、
舌
打

ち
し
て
読
ん
だ
」
と
言
う
。「
故
郷
の
話
」
と
い
う
の
は
編
集
の
古
谷
に
よ
る
課
題
原
稿
で
、
第
三
号
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
た
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よ
う
だ
。「
海
豹
」
創
刊
号
が
出
た
直
後
の
第
六
便
（
一
九
三
三
・
三
・
三
）
に
は
「
太
宰
治
氏
よ
り
」
と
し
て
、
太
宰
か
ら

古
谷
に
宛
て
た
書
簡
の
抜
き
書
き
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
先
日
は
お
い
と
ま
し
て
か
ら
、
急
に
酔
い
が
発
し
て
大
変
で
し

た
。《
思
い
出
》
を
、
一
章
だ
け
書
き
直
し
ま
し
た
。
い
ち
ど
に
全
部
書
き
直
す
の
は
、
大
仕
事
で
、
す
ぐ
に
は
出
来
な
い
よ

う
で
す
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
「〈
思
い
出
〉
は
、
氏
の
力
作
。
三
章
よ
り
な
る
雄
篇
。
や
が
て
〈
海
豹
〉
を
飾
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
」
と
い
う
古
谷
に
よ
る
註
が
つ
い
て
い
る
（
引
用
は
今
前
掲
よ
り
）。
太
宰
は
そ
の
他
、
第
七
便
（
一
九
三
三
・

三
・
二
五
）
の
「
創
刊
号
内
容
紹
介
欄
」
に
「
魚
服
記
に
就
て
」
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
同
人
間
の
濃
密
な
交

流
の
中
で
「
海
豹
」
が
出
発
し
た
と
い
う
こ
と
は
銘
記
さ
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。
特
に
「
海
豹
通
信
」
に
お
い
て
顕
在
化
し
た

「
故
郷
」
と
い
う
主
題
は
、
木
山
「
出
石
」（
一
号
）、
神
戸
「
故
郷
」（
二
号
）
な
ど
、「
海
豹
」
に
載
っ
た
複
数
の
作
品
に

共
有
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
太
宰
の
「
思
ひ
出
」
も
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

「
海
豹
」
が
「
地
方
か
ら
上
京
し
た
文
学
青
年
た
ち
が
共
同
幻
想
と
し
て
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
立
ち
上
げ
て
い
く
場
に
な
っ

て
い
た
」（
安
藤
宏
「
海
豹
」、「
国
文
学
」
二
〇
〇
二
・
一
二
）
と
も
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

太
宰
の
「
魚
服
記
」
が
「
文
学
」（
一
九
三
三
・
六
）
に
掲
載
さ
れ
た
乾
直
恵
「
葉
緑
素
の
感
応 　
　
 
新
人
の
創
作
を
中

心
に
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
、「
こ
の
作
品
は
小
説
と
云
ふ
よ
り
は
寧
ろ
一
つ
の
伝
説
を
と
り
あ
つ
か
つ
た
散
文
詩
と
み
た
方
が

い
い
だ
ら
う
」
な
ど
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
と
は
言
え
、
紅
野
敏
郎
「
逍
遥
・
文
学
誌
（　

）」（「
国
文

８４

学
」
一
九
九
八
・
六
）
が
言
う
よ
う
に
、「「
海
豹
」
で
太
宰
治
以
上
に
活
躍
し
て
い
る
の
は
木
山
捷
平
で
あ
る
」
こ
と
も
確

か
だ
。「
東
京
朝
日
新
聞
」（
一
九
三
三
・
九
・
八
）
掲
載
の
氷
川
烈
（
杉
山
平
助
）「
豆
戦
艦（
８
）」
に
は
、「「
海
豹
」
は

「
麒
麟
」
な
ど
と
等
し
く
歯
の
浮
く
や
う
な
ひ
と
り
よ
が
り
の
や
ぶ
に
ら
み
的
な
六
号
記
事
な
ど
な
し
に
、
黙
々
と
し
て
創

作
を
並
べ
て
ゐ
る
の
は
好
感
の
も
て
る
行
き
方
で
あ
る
。」
と
さ
れ
、「「
子
に
お
く
る
手
紙
」（
木
山
捷
平
）
は
華
々
し
い
才

気
は
な
い
に
せ
よ
、
立
派
な
人
生
記
録
で
あ
る
。」
と
木
山
の
作
品
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

　
「
麒
麟
」
は
外
村
繁
、
小
田
嶽
夫
、
中
谷
孝
雄
、
蔵
原
伸
二
郎
、
川
崎
長
太
郎
な
ど
に
よ
る
同
人
誌
で
あ
り
、
後
に
「
小

説
」
同
人
の
尾
崎
一
雄
、
丹
羽
文
雄
ら
、「
青
空
」
の
同
人
だ
っ
た
淀
野
隆
三
、
三
好
達
治
ら
と
合
流
し
て
「
世
紀
」
を
創
刊

す
る
こ
と
と
な
る
。「
海
豹
」
同
人
も
参
加
を
誘
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、「
海
豹
」
の
解
散
が
も
う
少
し
早
け
れ
ば
「
世

紀
」
の
性
格
も
多
少
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。（
ち
な
み
に
木
山
は
「
海
豹
」
の
廃
刊
後
に
参
加
、「
出
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石
」
の
改
作
「
出
石
城
崎
」
を
「
世
紀
」
一
九
三
四
・
九
に
発
表
し
て
い
る
。）
そ
の
よ
う
に
数
多
の
同
人
雑
誌
が
割
拠
す
る

中
、
こ
こ
で
「
海
豹
」
が
「
好
感
の
も
て
る
行
き
方
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
し
か
も
そ
こ
で
言
及
さ
れ
た
作
品
が
木
山

の
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
や
は
り
注
目
に
値
す
る
。
当
時
に
お
い
て
は
、
太
宰
は
あ
く
ま
で
も
木
山
た
ち
と
同
一
線
上
に
並
ぶ

存
在
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
太
宰
が
抜
け
出
て
い
く
の
は
ま
だ
先
の
話
で
あ
っ
た
。

　

小
説
だ
け
で
な
く
評
論
や
翻
訳
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
評
論
で
活
躍
し
て
い
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
古
谷
で
あ
る
。

「
川
端
康
成
論
」（
二
号
）
は
川
端
を
横
光
に
比
較
し
つ
つ
論
じ
た
も
の
で
、
川
端
作
品
の
特
質
を
賞
賛
し
つ
つ
も
そ
の
限
界

に
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
横
光
利
一
』（
一
九
三
六
、
作
品
社
）
や
『
川
端
康
成
』（
一
九
三
六
、
作
品
社
）
に
収
録
さ
れ

て
お
り
（
前
者
は
部
分
収
録
）、
同
時
代
文
学
に
対
す
る
鋭
敏
な
批
評
家
と
し
て
の
古
谷
の
実
質
的
な
処
女
作
と
言
っ
て
よ
い
。

古
谷
は
他
に
「「
寝
園
」
の
周
囲
」（
九
号
、
前
掲
『
横
光
利
一
』
に
収
録
）
や
「
谷
崎
潤
一
郎
「
春
琴
抄
」
読
後
」（
五
号
）

な
ど
を
執
筆
し
て
い
る
。
横
光
に
言
及
す
る
論
者
は
他
に
も
多
く
、
た
と
え
ば
（
同
人
で
は
な
い
が
）
唐
木
順
三
「
新
し
き

総
合
文
学
の
誕
生
」（
二
号
）
は
横
光
の
言
に
触
発
さ
れ
つ
つ
、「
思
考
力
の
イ
ン
タ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
「
伝
統
」
と
の

「
総
合
的
表
現
」
の
必
要
性
を
訴
え
る
。
そ
こ
に
は
、
横
光
や
川
端
ら
一
つ
上
の
世
代
の
文
学
者
た
ち
の
動
き
に
注
目
し
つ

つ
、
そ
の
後
を
狙
う
青
年
た
ち
の
自
負
も
窺
え
よ
う
。　　

　

翻
訳
で
は
、
新
庄
の
訳
に
よ
っ
て
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
の
「
一
粒
の
麦
死
な
ず
ば
」（
一
号
〜
三
号
）、「
日
記
」（
六
号
〜

八
号
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
新
庄
は
同
時
期
に
ジ
イ
ド
『
女
の
学
校
・
ロ
ベ
ェ
ル
』（
一
九
三
三
、
春

陽
堂
）
を
訳
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
志
賀
直
哉
が
「
文
藝
」
創
刊
号
（
一
九
三
三
・
一
一
）
で
賛
辞
を
寄
せ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
ジ
イ
ド
は
全
文
壇
的
な
関
心
を
集
め
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
一
九
三
四
年
に
『
ア
ン
ド
レ
・
ジ

イ
ド
全
集
』
が
建
設
社
と
金
星
堂
か
ら
並
行
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
端
的
に
物
語
る
。
太
宰
が
「
川
端
康

成
へ
」（「
文
藝
通
信
」
一
九
三
五
・
一
〇
）
に
お
い
て
、
ジ
イ
ド
の
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
』（
一
九
三
三
、
芝
書
店
）
を

読
ん
で
「
道
化
の
華
」
を
改
作
し
た
と
語
っ
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
時
代
の
雰
囲
気
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。　

　
「
海
豹
」
は
九
号
（
一
九
三
三
・
一
一
）
で
廃
刊
と
な
る
が
、
古
谷
は
翌
年
四
月
に
檀
一
雄
と
と
も
に
「
鷭
」
を
創
刊
し
、

そ
こ
に
太
宰
の
「
葉
」
や
「
猿
面
冠
者
」
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
一
九
三
五
年
に
は
木
山
か
ら
「
日
本
浪
曼
派
」

に
誘
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
太
宰
に
と
っ
て
「
海
豹
」
で
培
わ
れ
た
人
脈
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。


